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登
山
の
よ
う
な
富
士
山
漢
詩
の
研
究

李
　
　
　
杰
　
玲

﹁
日
本
人
で
な
い
あ
な
た
が
、
な
ぜ
富
士
山
に
つ
い
て
の
研
究
を
す
る
の
か
﹂
と
よ
く
聞
か
れ
る
。
思
い
出

す
の
は
、
私
が
富
士
山
に
興
味
を
持
っ
た
約
一
〇
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

私
は
中
国
で
日
本
語
を
勉
強
し
始
め
、
富
士
山
に
関
心
を
持
ち
始
め
た
頃
で
あ
っ
た
。﹁
山
﹂
と
い
う
漢
字

は
、
日
本
語
で
常
に
﹁
や
ま
﹂
と
読
ん
で
い
る
が
、﹁
富
士
山
﹂
の
﹁
山
﹂
は
﹁
や
ま
﹂
で
は
な
く
、﹁
さ
ん
﹂

と
い
う
敬
称
と
同
じ
発
音
で
あ
る
こ
と
に
、
深
い
興
味
を
惹
か
れ
た
。
そ
の
時
、
富
士
山
は
日
本
で
の
他
の
山

と
比
べ
て
、
特
別
且
つ
人
々
に
尊
敬
さ
れ
る
山
岳
だ
と
い
う
印
象
が
残
っ
た
。

富
士
山
は
日
本
文
化
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
山
な
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
解
明
す
る
た
め
に
、
日
本
語
の

勉
強
を
続
け
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
記
事
や
写
真
や
教
科
書
の
挿
絵
な
ど
、
富
士
山
に
関
わ
る
資

料
を
収
集
し
た
。
中
で
も
、
富
士
山
に
関
わ
る
文
学
作
品
に
つ
い
て
は
特
に
注
目
し
て
き
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
私
は
山
岳
の
信
仰
と
詩
歌
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
博
士
論
文
を
書
い
て
い
た
。
私
の
研
究

は
中
国
の
山
岳
信
仰
か
ら
出
発
し
た
が
、
富
士
山
の
信
仰
に
は
中
国
の
山
岳
信
仰
と
の
共
通
点
が
多
い
こ
と
に

気
づ
き
、
両
方
の
比
較
研
究
を
考
え
始
め
た
。
二
〇
一
一
年
に
日
本
語
を
勉
強
す
る
た
め
に
大
阪
に
滞
在
し
た

機
会
を
利
用
し
て
、
中
国
の
図
書
館
・
資
料
館
に
は
な
い
富
士
山
の
研
究
論
文
や
関
連
資
料
を
多
く
入
手
で
き

た
。
そ
の
頃
の
私
は
、
富
士
山
漢
詩
の
研
究
に
ま
だ
着
手
し
て
お
ら
ず
、
具
体
的
な
計
画
も
ま
だ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
富
士
山
に
つ
い
て
の
研
究
を
よ
り
よ
く
知
る
た
め
に
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
資
料
を
コ
ピ
ー
し
た
り
、
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写
真
を
撮
っ
た
り
し
た
。
日
本
に
あ
る
富
士
山
関
連
資
料
は
極
め
て
膨
大
で
、
宗
教
や
美
術
、
文
学
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
富
士
山
の
姿
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
〇
一
三
年
六
月
初
旬
、
私
は
信
州
大
学
主
催
の
東
ア
ジ
ア
名
山
文
化
研
究
会
で
発
表
し
た
後
、
信
州
大
学

の
案
内
で
、
研
究
会
に
参
加
し
た
中
国
、
韓
国
及
び
日
本
の
研
究
員
と
と
も
に
、
富
士
山
を
見
学
に
行
っ
た
。

バ
ス
の
窓
か
ら
富
士
山
の
姿
が
見
え
た
と
た
ん
、
研
究
員
た
ち
は
揃
っ
て
歓
呼
し
た
。
富
士
山
を
見
た
こ
と
が

な
い
私
に
と
っ
て
、
常
に
文
学
作
品
の
中
に
あ
っ
た
富
士
山
は
、
突
然
、
雪
蓮
花
の
よ
う
に
目
の
前
に
浮
か
び

上
が
っ
た
の
だ
。
今
で
も
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
六
月
は
富
士
山
の
山
開
き
の
前
な
の
で
、
富
士

山
に
登
る
こ
と
は
で
き
ず
、
山
麓
で
富
士
山
を
仰
ぎ
見
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
将
来
い
つ
か
山
頂
ま
で
登
る
と

い
う
思
い
を
心
に
秘
め
、
富
士
山
に
つ
い
て
の
研
究
を
決
意
し
た
。

二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
一
九
年
に
か
け
て
、
私
は
日
本
語
教
科
書
か
ら
見
る
富
士
山
の
イ
メ
ー
ジ
や
富
士
山

の
信
仰
、
更
に
は
江
戸
時
代
の
富
士
山
漢
詩
な
ど
、
三
点
の
論
文
を
中
国
の
学
術
誌
で
発
表
し
た
。
そ
れ
に
加

え
て
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
二
四
日
、
日
本
近
代
文
学
会
、
昭
和
文
学
会
及
び
日
本
社
会
文
学
会
合
同
国
際
研

究
集
会
で
、
私
は
富
士
山
の
漢
詩
と
中
国
唐
代
の
﹁
詩
聖
﹂
と
称
さ
れ
る
詩
人
杜
甫
の
名
作
﹁
望
岳
﹂
と
い
う

五
言
詩
に
つ
い
て
、
発
表
し
た
。
も
と
も
と
二
〇
一
九
年
一
二
月
に
、
富
士
山
に
関
し
て
の
数
年
の
研
究
成
果

を
集
め
た
﹃
富
士
山
漢
詩
研
究
﹄
と
い
う
単
著
を
黄
山
書
社
よ
り
刊
行
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
日
文
研
に
着
任

し
た
後
、
図
書
館
の
富
士
山
資
料
を
調
査
し
た
り
、
図
書
館
の
富
士
山
古
写
真
展
示
を
見
学
し
た
り
し
た
結
果
、

新
し
い
資
料
を
見
つ
け
た
た
め
、
原
稿
を
再
度
修
正
し
、
出
版
を
二
〇
二
〇
年
春
に
延
ば
す
こ
と
に
な
っ
た
。

富
士
山
と
漢
詩
の
繋
が
り
は
長
い
歴
史
が
あ
る
。
日
本
人
は
飛
鳥
時
代
、
奈
良
時
代
の
頃
よ
り
、
漢
詩
を
作

り
始
め
、
平
安
初
期
に
於
い
て
、
隆
盛
期
を
迎
え
、
江
戸
時
代
に
入
り
漢
詩
の
実
を
結
ん
だ
。
そ
れ
に
応
じ

て
、
富
士
山
の
漢
詩
が
江
戸
時
代
で
は
、
頂
点
に
至
っ
た
。
柴
野
栗
山
の
﹁
詠
富
士
山
﹂
な
ど
の
代
表
作
は
現
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在
ま
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
︵
高
柳
光
寿
著
﹃
富
士
の
文
学
﹄
名
著
出
版
、
一
九
七
三
年
︶。

富
士
山
の
漢
詩
を
読
む
と
、
中
国
の
伝
統
文
化
と
の
関
係
を
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
例
え
ば
、﹃
竹
取

物
語
﹄
か
ら
見
れ
ば
、
富
士
山
の
不
老
不
死
信
仰
は
悠
久
の
歴
史
が
あ
り
、
道
教
の
神
仙
思
想
は
富
士
山
の
漢

詩
に
も
影
響
を
与
え
た
。
神
仙
思
想
と
い
う
の
は
、
凡
人
は
修
行
を
通
じ
て
、
生
老
病
死
を
越
え
て
、
永
遠
の

命
と
神
通
力
を
持
つ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
日
本
人
の
詩
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
富
士
山
の
漢
詩
に

は
、
不
老
不
死
の
神
仙
思
想
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
特
に
山
頂
は
神
仙
の
場
所
と
見
な
さ
れ
、

﹁
玉
芙
蓉
﹂
に
た
と
え
ら
れ
て
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
描
か
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
富
士
山
に
ま
つ
わ
る
物
語
が
多

く
漢
詩
に
は
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
豊
か
な
世
界
観
や
構
想
を
形
作
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
二
〇
〇
七
年
、
富
士
山
と
中
国
の
泰
山
は
﹁
友
好
山
﹂
に
な
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
の
二
名
山
を
比

較
す
る
こ
と
で
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
新
し
い
研
究
が
生
ま
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。
泰
山
は
中
国
で
最
も
有
名
な

五
つ
の
霊
山
、
五
岳
の
筆
頭
で
、
一
九
八
七
年
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
古
今
東
西
の
泰
山
詩
は
約
二
万
点

が
あ
る
︵
袁
愛
国
編
﹃
全
泰
山
詩
﹄
泰
山
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
︶。
富
士
山
の
魅
力
は
、
中
国
の
泰
山
の
魅

力
に
通
ず
る
で
あ
ろ
う
か
、
と
私
は
数
年
前
、
富
士
山
の
本
を
読
ん
だ
あ
と
に
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
を
持
っ

た
。
満
足
す
る
解
答
は
現
在
も
ま
だ
見
つ
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
、
嬉
し
い
こ
と
は
、
富
士
山
漢
詩
の
研

究
を
初
め
と
し
、
日
本
文
学
へ
の
理
解
が
一
歩
一
歩
深
く
な
る
こ
と
だ
。
富
士
山
は
中
国
の
文
学
、
道
教
、
絵

画
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
私
は
富
士
山
の
本
を
書
い
て
い
る
途
中
、
富
士
山
は
鏡
の
よ
う
に
、
日
本
の
文

化
、
日
本
人
の
思
想
や
審
美
感
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
の
文
化
を
も
映
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
富
士
山
を

思
い
浮
か
べ
る
と
親
近
感
が
心
か
ら
湧
い
て
く
る
。
特
に
、
日
本
人
が
漢
詩
を
用
い
て
、
富
士
山
を
詠
じ
る
の

は
、
中
国
人
の
私
か
ら
見
れ
ば
、
親
近
感
が
湧
く
だ
け
で
は
な
く
、
と
て
も
理
解
し
や
す
い
。
ち
な
み
に
、
私

は
広
州
に
い
た
時
、
富
士
山
を
想
像
し
な
が
ら
、
漢
詩
を
書
い
た
。
そ
の
詩
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
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遙
想
富
岳
　
　
　
富
岳
を
遥
か
に
思
う

富
士
峰
頭
傲
雪
高
，
富
士
の
峰
頭
は
雪
に
負
け
ず
、
高
く
聳
え
て
い
る

扶
桑
海
上
美
名
遙
。
扶
桑
の
美
名
は
遥
か
に
遠
い
海
上
の
国
で
も
伝
わ
る

初
看
白
蓮
點
碧
空
，
初
見
で
白
蓮
の
よ
う
な
富
士
山
は
青
空
を
点
綴
す
る

恍
若
岱
宗
披
玉
袍
。
さ
な
が
ら
岱
宗
み
た
い
に
玉
の
袍
を
は
お
っ
て
い
る

富
士
山
は
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
に
も
名
高
い
山
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
、
山
頂
の
雪
は
夏

で
も
融
け
な
い
、
そ
れ
は
富
士
山
の
清
秀
か
つ
俗
に
染
ま
ら
な
い
様
子
の
象
徴
で
し
ょ
う
か
、
ま
る
で
白
い
ド

レ
ス
を
着
る
岱
宗
の
よ
う
で
し
ょ
う
か
。

日
本
で
は
千
年
以
上
の
長
さ
を
経
て
、
富
士
山
に
関
す
る
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
漢
詩
が
詠
ま
れ
た
。

霊
山
と
し
て
の
富
士
山
は
人
間
の
よ
う
に
思
考
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
し
ば
し
ば
思
う
。
そ
れ
に
つ

い
て
、
富
士
山
自
身
は
一
言
も
言
わ
な
い
。
詩
人
た
ち
は
富
士
山
の
代
わ
り
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
想
を
表
し
、

そ
れ
ら
は
本
当
に
興
味
を
そ
そ
る
。
一
方
、
富
士
山
は
詩
人
の
作
品
を
ど
う
思
う
の
だ
ろ
う
か
、
古
今
の
詩
人

と
同
じ
感
想
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
は
永
遠
の
謎
の
よ
う
に
、
私
の
心
の
中
に
時
々
響
い
て
い
る
。
そ

の
響
き
と
と
も
に
、
富
士
山
に
つ
い
て
の
研
究
を
は
じ
め
と
し
、
日
本
文
学
の
研
究
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い

る
。数

年
間
断
続
的
に
富
士
山
に
ま
つ
わ
る
論
文
や
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
て
い
る
が
、
時
々
、
様
々
な
事
情
で
、
研

究
を
続
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
一
番
の
難
関
は
資
料
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
中
国
で
は
、
富
士
山

関
連
の
資
料
が
少
な
く
、
日
本
の
論
文
、
図
書
、
雑
誌
や
博
士
論
文
な
ど
が
検
索
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

﹁C
iN

ii

﹂
を
利
用
で
き
な
い
た
め
に
、
先
行
研
究
は
数
点
の
論
文
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
側
の
富
士
山



13

漢
詩
研
究
は
多
い
。
富
士
山
漢
詩
の
特
徴
︵
久
保
田
淳
著
﹃
富
士
山
の
文
学
﹄
理
想
社
、
二
〇
〇
四
年
︶
や
漢

詩
に
お
け
る
富
士
山
の
イ
メ
ー
ジ
︵
上
垣
外
憲
一
著
﹃
富
士
山
︱
聖
と
美
の
山
﹄
中
央
公
論
新
社
、
一
九
八
二

年
︶
や
江
戸
時
代
の
政
治
の
中
心
地
と
富
士
山
漢
詩
と
の
関
係
︵
池
澤
一
郎
著
﹁
漢
詩
に
詠
ま
れ
た
富
士
山
︱

京
儒
の
場
﹂︵﹃
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
﹄
四
九
巻
二
号
、
八
八
︱
九
二
頁
︶︶
な
ど
の
論
説
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
多
く
の
研
究
成
果
を
前
に
す
る
と
、
私
は
良
い
研
究
を
出
来
る
か
ど
う
か
不
安
に
思
い
緊
張

し
て
し
ま
う
。
加
え
て
、
富
士
山
に
関
す
る
古
典
資
料
は
変
体
仮
名
で
書
か
れ
て
お
り
、
読
み
づ
ら
い
。
例
え

ば
奈
良
絵
巻
﹃
富
士
人
穴
草
子
﹄
な
ど
は
今
の
私
に
は
な
か
な
か
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
は
い
え
、

諦
め
る
と
い
う
気
持
ち
は
全
く
な
い
。
私
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
る
荒
木
浩
先
生
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
大

学
院
生
の
石
原
知
明
さ
ん
と
虞
雪
健
さ
ん
か
ら
、
変
体
仮
名
の
古
典
籍
の
解
読
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
教
え

て
も
ら
っ
て
い
る
。
富
士
山
に
関
す
る
論
文
や
資
料
を
調
べ
る
だ
け
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
の
文
学
を
研
究
す

る
の
に
必
要
な
く
ず
し
字
や
江
戸
仮
名
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
、
富
士
山
漢
詩
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
。
富
士
山
の
研
究
は
想
像
よ
り
難
し
い
。

私
は
、
外
国
人
研
究
員
の
一
人
と
し
て
、
一
歩
一
歩
、
富
士
山
登
山
の
よ
う
に
、
富
士
山
漢
詩
研
究
の
本
を

書
い
て
い
る
。
本
を
出
版
し
た
途
端
、
ホ
ッ
と
す
る
の
で
は
な
い
か
と
人
々
は
想
像
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
著
書
の
出
版
で
私
と
富
士
山
と
の
関
係
が
終
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
著
書
の
原
稿
が
完
成
し
て
も
、
或

い
は
著
書
が
刊
行
さ
れ
て
も
、
私
に
と
っ
て
は
﹁
ゴ
ー
ル
﹂
で
は
な
い
。
私
の
研
究
は
富
士
山
に
譬
え
る
と
、

頂
上
に
向
け
て
、
ま
だ
ま
だ
長
い
行
程
が
あ
る
と
悟
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
文
研
滞
在
中
、
私
は
新
し
い

研
究
テ
ー
マ
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
、
江
戸
時
代
の
百
物
語
に
つ
い
て
研
究
す
る
。
と
は
い
え
、
百
物
語
へ

の
関
心
を
持
っ
た
の
も
、
富
士
山
の
お
か
げ
と
言
え
る
。
二
〇
一
五
年
、
私
は
日
本
国
際
交
流
基
金
の
﹁
日
本

研
究
フ
ェ
ロ
ー
﹂
と
し
て
、
当
時
一
歳
の
長
女
と
と
も
に
、
東
京
学
芸
大
学
で
一
年
間
滞
在
研
究
し
て
い
た
と
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き
、
私
は
富
士
山
と
関
係
が
あ
る
﹃
竹
取
物
語
﹄
を
娘
に
読
み
聞
か
せ
た
、
そ
の
後
、
娘
は
日
本
の
絵
本
が
だ

ん
だ
ん
好
き
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
、
私
は
娘
と
一
緒
に
、
富
士
山
の
絵
本
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
絵
本
を

ほ
ぼ
毎
日
読
ん
だ
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
江
戸
時
代
の
百
物
語
を
題
材
に
し
た
絵
本
が
多
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
私
と
百
物
語
と
の
本
格
的
な
出
会
い
は
こ
こ
か
ら
で
あ
る
。
娘
は
百
物
語
に
つ
い
て
の
絵
本
が

気
に
入
り
、
私
に
何
度
も
読
ま
せ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
私
は
古
典
文
学
と
現
代
生
活
の
関
係
に
気
づ
き
、
い

ろ
い
ろ
な
発
想
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

私
は
日
本
で
の
暮
ら
し
や
古
典
籍
調
査
や
資
料
収
集
な
ど
、
何
に
で
も
深
い
興
味
を
持
ち
、
何
で
も
研
究
資

料
に
な
る
と
信
じ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
百
物
語
を
研
究
し
て
も
、
近
世
文
学
の
範
囲
に
留
ま
ら
ず
、
現
代
の

日
常
生
活
と
の
繋
が
り
を
重
視
し
つ
つ
、
継
続
的
に
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

 

︵
泰
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特
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員
／
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大
学
研
究
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／
国
際
日
本
文
化
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究
セ
ン
タ
ー
外
国
人
研
究
員
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